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日本    学会第 24回大会

慶應義塾大学 (三田キャンパス)開催のご案内

日本情報考古学会 第 24回大会は、慶應義塾大学 (三

田キャンパス :東京都港区)で開催いたしま丸

第 24回大会では、新たに特別セッションを設け、特定

のテーマに集中した議論を展開していただけるよう準備

を進めておりま丸 また、`ら情報考古学'の一般講演につ

きましても、従来通り、ご発表いただけますよう、よろ

しくお願いいたします。これまでの大会と同様に、多く

の学会員のご発表、ご参加をお待ちしておりま規

また、昨年度末の総会でお願いをさせていただきまし

たとおり、正式に今大会より、申し込みいただきました

ご講演内容に際して、複数の査読者が報告内容やその他

について審査をいたしますL成果主義の波が押し寄せる

昨今、
ヽ
多くの若手研究者をエンカレッジするためにも、

また、研究報告の学術的レベルを考える上でも、重要な

一歩と考えております。そのため、会員の方々には、お

申し込みに際し、やや煩雑な過程でご申請いただくこと

となりますι会員の方々、特に若手研究者の研究業績に

本学会が資すること
゛
となれば幸いに存じます。会員の

方々のご理解とご協力をお願いいたしま
｀
九

日程

姶

一開催 日程、概要など一

平成 19年 9月 29日 (ED、 30日 (日 )

慶應義塾大学

大学院棟 1階 311教室 (90名前後)

研究発表の申込み締切  8月 10日 (`鐵

講演論    の締切  9月 7日 (くり

9月 29日 (J =般講演、特別講演、懇親会

9月 30日 (日 )―づ應識演、特別セッション ←む

第24回大会実行委員長 :安藤広道

学文学部民族学考古

/ 大会実行事務局 :津村宏臣

(同志社大学文イヒ眸設詢鶉

T特別セッションー

本大会から、情報考古学の分野における特定のテーマ

に沿つた “特別セッション"の公募を行いま丸 特別セ

ッションでは、例え|よ『考古学GISに関するテーマ』『文

化財計測に関するテーマ』Fバーチヤルアーカイブシステ

ムに関するテーマ』『激劇性年代測定値の取り扱いと統計

処理に関するテーマ』等々、情報学と考古学の融合によ

つて推進されている先鋭的な議題について、オーガナイ

ザーと複数の講演者の報告、およびセッション参加者と

のディスカッションによつて構成されるセッションt
お申し込みの期日は、下般研究発表の申し込み締切期

日、8月 10日 といたしますЪそれまでに、お申し込みを

希望される方は下記の項目を添えてお申し込みくださしゝ

なお、応募資格は会員・非会員を問いませんが、オーガ

ナイザーとして会員の方がお一人申し込まれることを条

件といたしま九   .
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特別セッションヘの申し込みをご希望の方は、

・セッションのテーマ

例 :海外における文化財調査手法の開拓  ‐

・オーガナイザニ
(複数可)

例 :○山△夫 (非会員)・ □村◇彦 (会員)

・オーガナイザー所属

例 :閉 JSAI・ 山川大学

・オーガナイザー連絡先

(住所・電話・ファックス・電子メーノL/h

ロセッション講演者 (所属)と講演題目

例 :○田△介 011谷大→

DGPSに よる遺跡測量手法と実践例

△山◎之(沼沢大∋

地中レーダ‐探査による城壁調査

×村◇子 (池森大特⇒

写真測量技術の適用とアーカイブ

□木×子 (株・林森建設)

GISによる文化遺産アセスメント

t      以上 4名

ロセッションの目的・要旨0∞ 抑

を 電子メ‐ル、フアツクス、郵送のいずれかで上記の項

目を次の申し込み先までお送り下さい。

一
=般研究発表の募集について一

多くの学会員の研究発表応募をお願いいたします。

なお、お申し込みをいただきました内容につきまして

は、事務局ならびに大会実行委員会、理事会などを通じ、

査読を実施し、採否の結果は、改めてご連絡申し上げま

すЬ皆様のご理解とご協力をお願いいたしま丸

一般研究発表にお申し込みの方は、次のURLにアクセ

スの上、申し込み原稿フォーマットを参照して査読用原

稿を作成くださしゝ この査読用原稿の送付をもちまして、

一般研究発表への申し込みとさせていただきま丸 また、

同封いたしました別紙要項を参照いただいても結構で九

第 24回大会での一般講演をご希望の方は、

11軍[:ξi三こT「[[璽暫I稿を作成
のいずれかを、 電子メール、フアツクス、郵送のいずれ

かで次の申し込み先までお送り下さい。電子メールをご

利用の方は、添付ファイルにて原稿をお送りくださしヽ

原稿フォーマットは、

http://w.ci s dOshisha.ac口 jp/htsumura/JSA1/

Moushikomi/MoushikOmi.h加 |

からダウンロー ドいただけま丸 1  ~

特別セッション・        申込先 :

〒610-0394京田辺市多々羅都谷 l-3

同志社大学文イヒ情報学部 津村研究室内

日本時報考古学会事務局

Tel./Fax. :0774-65-7664

E―mail :htsumuraOmaile doshisha.ac.Jp

Cc: re― teramOmailo doshishao aco jp

(※電子メールをご利用の方は、お手数をおかけいたしますが、Ccア

ドレスにも同報諄―ルをお送りくプ箋讐い。よろしくお願いいたします。)

申込〆切 :2∞7年 8月 10日 (1鋤

一セッション・発表について一

1)発表内容

遺物・遺構形状の計測技術、あるいはそれらのデータ

の計量分析、理化学的データの収集とその解析手法、考

古学的事象をめぐるコンピュータ 0シ ミュレーション、

インターネットなど新たな通信基盤を介しての研究者間

のデータ共有や共同研究をめぐる技術、多様な考古学的

情報に関わる幅広い分野の学際的研究を募りま丸

2)数 眠請詞

質疑応答を含んで、発表 1件当り30分を予定していま

す。(発表件数などによつて変更することがありますので

・1



ご了承くださしヽ )

3)講演論文集用の原稿提出

識断命づ導薪臨は、A4版で 8～10枚程度で丸 原稿の

枚数を厳守の上、偶数ページに収まるよう作成下さい。

原稿作成の詳細につきましては、発表申し込みの採否の

結果と併せて、申し込みをいただいた方々に改めてご連

絡させていただきますしまた、

http://w.ciso dosh:sha.ac.jp/htsuttra/JSAI/

Moushik硼 i/胎ushikom!。 html

からダウンロニドいただけま丸

また、講演論文集原稿には、必ず 600字程度の要旨

をつけて下さし■ この要旨は、学会誌である『 情報考古

学』に大会発表報告として掲載されますので、あらかじ

めご了承のほどをよろしくお願いいたしま丸

講演論文集原稿提出先 :

〒610-0394京田辺市多々羅都谷 1-3

同志社大学文化情報学部 討    内

日本時報考古学会事務局

Tel./Fax。  :0774-65-7664

Email :htsumura@mailo doshisha.aco jp

Cc: rё―teram@maile dOshisha.ac.jp

(※電子メールをご利用の方は、お手数をおかけいたしますが、Ccア

ドレスにも同報メールをお送りください。よろしくお願いいたします。)

原稿提出〆切 :2∞7年 9月 7日 (金)必 着

4)講演論文集の編集につぃて

ご送付いただいた原稿を直接写真製版いたしますので、

校正の機会はありません。完全原稿を御提出下さしヽ な

お、提出された予稿の原稿は、原則として返却いたしま

せん。予め各自でコピーを保存して下さしヽ

5)発表資格

発表者に一人以上の会員が含まれることが応募の条件

となりますしなお、特別セッションにつきましては、オ

―ガナイザーのお一人に会員が含まれておりましたら、

この限りではございませれ

6)

釧Pプロジェクタと液晶プロジェクタが利用できま丸

その他の機材が必要な方は、事務局に御相談くださし、

～2009年度

昨年度末実施されました、次期 0∞7-2009年度)役

員の選挙結果に付き、ご報告いたしますじ会員の皆様の

ご協力に触 たヽしま丸          .

理事 投票数 烈 票

監事 投票数 84票

総    はがき数 53通       :

はがき (自10 2通

棄権投票はがき (棄権明講  1通

選挙の結果を、選挙管理委員会 (宇野・佐藤理事)が

理事会に報告、得票数と役員数を鑑み、下記の会員が、

次期役員として選出され、委嘱状の受理をもつて、役員

が決定いたしました

村上征勝 植本武 宇野隆夫 大塚初重 津村宏臣

梅澤重昭 佐藤宏介 新納泉 森郁夫 植村俊亮

一辻利一 横見博之 泉拓良 測 |1昭文

なお、会則に従い、理事の互選により、本会会長に村

上征勝氏が選出され、理事会で承認されました。また、

従来通り、同志社大学文イレ情報学部津村研究室が、事務

局を担当することが要請され、承認されました。



AArapan招致に向けての動

昨年度末の会員情報確認、ならびに会員の方々からの

要請を受け、CAA国際会議(Comuter ApplicatiOn ttd

Quantitative Methods in Archaeology)の 日本での開催

に向けた招致運動を、日本情報考古学会を中心に進める

ことが、理事会で議論され、承認されました。

これまでCAAに参加されてきた会員の方々、ならびに、

非会員の方々の情報の集約と招致に向けた具体的なアク

ションプランの設定のため、準備事務局を日本情報考古

学会事務局内に設置することとなりました。また、会長

委嘱の委員として、大阪電気通信大学の小沢一雅先生に

準備委員会のチェアをお願いし、日本情報考古学会事務

局が事務業務をサポー トすることとなりました。会員の

皆様のご囲解をお願いいたしますとともに、CAJttanの

開催にむけて、ご協力をお願いいたしたく存じま丸

この運動につきましては、今後、CAAJapan招致準備委

員会からの通信という形で情報を集約・発信してまいり

たいと思いま丸 よろしくお願いいたしま丸

「情報考古学」

本学会の研究論文誌「情報考古学J Vol.13,No。 1は、

第 24回大会時に刊行・配布予定で丸 また、次々回大会

時 (3月 )には、Vol。 13,No.2を刊行・配布予定観

多くの会員の方からの投稿をお待ちしておりますじ投稿

に関するご連絡および投稿は、下記の植木会誌編集委員

会委員長までお願いいたしま九

追D絆努ti:

〒101-8433 東京都千代田区一ツ橋 2-2-1

共立女子短期大学生活科学科

植本武 (会誌編集委員会委員長)

Tel :03-3237二 2524  Fax:03-3237-2692

費納入のお願じ

今年度、学会事務局を移転いたしました。会計な

どの事務処理をよリスムーズに移行することなどを

鑑み、本年度より新たに振 り込み用の銀行日座を開

設いたしました。また、当分の間、従来の郵便口座

ならびに銀行日座も利用できる体制を維持いたしま

す。本年度の会費未納入の会員の方につきましては、

改めまして、下記口座の方に、会費5000円 の納入を

お願い申し上げます。また、領収書につきましては、

事務局宛に請求をいただけますと、会費の納入が確

認でき次第、折 り返 しお送 りさせていただきます。

会員各位におかれましては、学会運営をスムーズに

行 うため、なにとぞ会費の納入にご協力をお願い致

します。また会員数の増加も緊急の課題です。会員

数倍増に向けご協力をお願い致します。 。

会費納入先 :

銀行振込 (※ こちらを優先的にお願いいたします)

振込先 南都銀行 京田辺支店

口座番号 普通 0301986

名称 日本情報考古学会事務局 津村宏臣

郵便振込 (従来の振込用紙もご禾J用いただけます)

口座番号 01040-2-30981

名称 日本情報考古学会事務局

広告掲載につい

日本情報考古学会報に、今後も継続的に広告を掲

載し、会報の郵送費等に当てることができればと考

えております。会員の皆様もお心当たりがございま

したら、ご紹介下さい。

論文集バックナンバーのご案

日本情報考古学会は、2005年で 10周年を迎え、

多くの会員の方にご協力をいただき、20回の大会を

開催 して参 りました。これまでの大会では、一般講

基L二三ニニニ_
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読を行つた講演論文集にして広 く研究成果を問いた

い、とい う声が寄せ られることが多くなりました。

そこで、今後の学会活動をさらに活発に行 うため、

21回大会から、講演論文集 としてリニニーアルをい

たしました。現在、2006年 3月 (第 21回)大会 と、

?1月 ,(第|″口)本今■2007:年1月 (.第123口本今)|

をなし、皆様のご協力で、優れた・新しい研究成果

の公開の場として発展させていきたいと考えており

ます。バックナンバーにっきましては、学会事務局

で取り扱っており 1500円にて配布させていただい

ております。



■書籍詳細
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情報考古学

情報考吉学 第 1■巻 1号
日本情報考古学会 編

定f画 42ロロ円《本f奉 48日0円ト

華1持圏   2□ BEi年 1日月

爵難阿 4-5日 5-08249-9

サイズ墨百数 島4押1並製 ヨ増百

在障1責競  品書

]1  1冊

目l食 統計学的手法|=尋古代、中世土器彎産地問題 |=関する研

究〔第23報〕一五所川鷹窯群産f再恵器帥伝播

性豊儀暉3次元デザ仰 レ複元へ的試み

由害耀青
ギ解言翼

考古攣と情報科学呻融合1載ろ研究成異
1月・1明 Jl年2回刊f〒.

十号にlま「統計学的手法|=薔古世.中世土轟暉産地問題に

関する研究 (第23報〕Jと「魅豊儀帥3次元デジタル複元へrl

試み」岬2本的請責・t掲載+

―ベーデ轟π〕Pム…

H書書籍仰定f面は車fttf面格に1肖青税魏竜加菫した総額となコております。

会議織パックナンパーは
勉誠鑽額で亀戦り搬争ております.


